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華
岡
青
洲
研
究
史

〔
要
旨
〕
華
岡
青
洲
二
七
六
○
’
一
八
三
五
）
が
麻
沸
散
の
投
与
に
よ
る
全
身
麻
酔
下
に
藍
屋
か
ん
の
乳
癌
摘
除
術

を
行
な
っ
た
の
は
、
一
八
○
四
年
（
文
化
元
）
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
世
界
で
最
初
の
記
録
が
遣
さ
れ
て
い
る
全
身
麻
酔

で
あ
る
。

彼
に
関
し
て
は
過
去
一
○
○
年
多
く
の
論
考
が
発
表
さ
れ
た
が
、
中
で
も
一
九
二
三
年
に
出
版
さ
れ
た
呉
秀
三
の

「
華
岡
青
洲
先
生
及
其
外
科
」
は
青
洲
の
事
績
を
尽
く
し
て
完
壁
に
近
く
、
未
解
決
の
問
題
は
な
に
も
残
さ
れ
て
い
な

い
と
考
え
ら
れ
た
。

し
か
し
著
者
が
麻
酔
科
学
の
観
点
か
ら
先
行
論
文
を
精
査
し
た
と
こ
ろ
、
呉
の
著
に
お
い
て
「
乳
巌
治
験
録
」
の
活

字
化
覆
刻
に
際
し
て
握
造
さ
れ
た
箇
所
を
発
見
し
た
。
ま
た
呉
が
「
乳
巌
治
験
録
」
の
写
真
二
枚
を
合
成
し
て
い
る
こ

と
も
見
つ
け
た
。

呉
は
当
時
東
京
帝
国
大
学
教
授
で
あ
り
、
医
学
史
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
っ
た
た
め
、
後
続
の
研
究
者
は
い
ず
れ
も

呉
の
説
を
盲
信
し
、
出
版
以
来
八
十
年
間
だ
れ
も
呉
の
作
為
を
見
破
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。

呉
の
反
倫
理
的
行
為
に
よ
っ
て
青
洲
研
究
が
大
幅
に
遅
れ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
研
究
の
遅
れ
は
、
後
続
の
研
究
者
が

青
洲
に
関
す
る
原
史
料
を
実
見
し
な
か
っ
た
こ
と
に
原
因
し
て
い
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
ー
華
岡
青
洲
、
麻
沸
散
、
全
身
麻
酔
、
呉
秀
三
、
乳
巖
治
験
録

Ｈ
本
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史
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誌
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五
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サ
平
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受
付
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二
○
○
四
年
（
平
成
十
六
）
は
紀
州
の
華
岡
青
洲
が
麻
沸
散
二
名
通
仙
散
）
に
よ
る
全
身
麻
酔
下
に
乳
癌
手
術
を
敢
行
し
て
二
○

○
周
年
に
当
た
り
、
日
本
麻
酔
科
学
会
、
日
本
臨
床
麻
酔
学
会
な
ど
関
連
学
会
で
は
青
洲
を
顕
彰
す
る
事
業
が
行
わ
れ
た
。

華
岡
青
洲
は
江
戸
期
以
前
の
医
師
で
、
欧
米
に
も
広
く
知
ら
れ
て
い
る
数
少
な
い
人
物
の
一
人
で
あ
る
が
、
そ
れ
故
に
青
洲
に
つ
い

て
は
過
去
一
○
○
年
に
わ
た
っ
て
詳
細
に
研
究
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
事
績
の
殆
ど
が
解
明
さ
れ
た
と
信
じ
ら
れ
て
き
た
。

し
か
し
著
者
が
専
攻
す
る
麻
酔
科
学
の
立
場
か
ら
こ
れ
ま
で
の
先
行
研
究
を
再
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
未
解
決
の
課
題
が
山
積
し
て
お

り
、
し
か
も
こ
れ
ら
従
来
の
研
究
は
深
刻
な
問
題
を
孕
ん
で
い
る
こ
と
が
閏
明
に
な
っ
た
。

本
稿
で
は
、
過
去
一
○
○
年
間
の
青
洲
研
究
を
振
り
返
り
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
深
刻
な
事
態
に
至
っ
た
か
を
究
明
し
た
い
。

華
岡
青
洲
が
全
国
的
に
有
名
に
な
っ
た
の
は
一
八
○
四
年
（
文
化
元
）
以
降
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
に
も
奇
病
、
難
病
を
治
療
す
る
こ

と
で
紀
州
や
そ
の
周
辺
地
域
で
は
知
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
何
と
い
っ
て
も
、
麻
沸
散
（
一
名
通
仙
散
）
を
与
え
て
全
身
麻
酔
下
に
乳

癌
の
手
術
を
行
っ
た
こ
と
が
大
評
判
に
な
り
、
そ
の
噂
は
全
国
的
に
伝
播
し
た
。
そ
の
よ
う
な
青
洲
で
あ
っ
た
が
、
生
前
に
彼
の
事
績

が
考
究
さ
れ
、
伝
記
が
出
版
さ
れ
る
こ
と
な
ど
は
な
か
っ
た
。

青
洲
は
一
七
八
二
年
（
天
明
二
）
か
ら
約
三
年
間
京
都
に
遊
学
し
、
一
七
八
五
年
（
天
明
五
）
二
月
に
帰
郷
し
た
が
、
そ
の
際
師
友

（
１
）

で
あ
る
朝
倉
荊
山
は
送
別
の
言
葉
を
送
っ
た
。
京
都
遊
学
時
代
の
青
洲
に
関
す
る
最
も
古
く
て
、
し
か
も
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。
こ
の

送
序
は
青
洲
の
猛
烈
な
勉
強
振
り
や
医
療
に
対
す
る
強
い
意
欲
を
物
語
る
が
、
後
年
の
青
洲
が
提
唱
し
た
「
内
外
合
一
活
物
窮
理
」
の

は
じ
め
に

ｌ
江
戸
時
代
（
一
八
六
七
ま
で
）
の
研
究
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医
の
思
想
は
未
だ
熟
成
し
て
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

青
洲
が
残
し
た
の
は
一
八
三
五
年
（
天
保
六
）
で
あ
る
が
、
門
人
た
ち
は
紀
伊
藩
の
儒
者
仁
井
田
好
古
（
一
七
七
○
～
一
八
四
八
）

に
墓
誌
銘
の
作
成
を
依
頼
し
た
。
二
ヵ
月
後
の
十
二
月
に
銘
文
は
完
成
し
て
碑
が
建
立
さ
れ
た
。
華
岡
家
の
墓
地
参
道
の
西
側
に
現
存

（
２
）

（
３
，
４
）

し
て
い
る
。
そ
の
墓
誌
銘
は
青
洲
の
生
涯
を
記
し
た
最
も
古
い
史
料
の
一
つ
で
あ
る
。
呉
秀
三
を
含
め
て
多
く
の
研
究
者
は
仁
井
田
に

よ
る
こ
の
銘
文
を
引
用
し
て
い
る
が
、
仁
井
田
の
銘
文
自
体
に
多
く
の
誤
り
が
あ
る
。
例
え
ば
青
洲
の
父
の
名
を
「
尚
道
」
、
同
胞
を

「
五
人
」
、
子
女
を
「
四
人
」
外
治
（
外
科
）
の
師
を
「
大
和
見
水
」
と
誤
っ
て
い
る
。
正
し
く
は
「
直
道
」
、
「
八
人
」
、
「
七
人
」
、
「
大

（
２
）

和
見
立
」
で
あ
る
。
呉
は
仁
井
田
に
よ
る
銘
の
全
文
を
著
書
に
掲
げ
、
後
続
の
研
究
者
は
い
ず
れ
も
こ
れ
を
孫
引
き
し
て
い
る
が
、
呉

も
ま
た
活
字
化
す
る
際
に
二
、
三
誤
っ
た
。
従
っ
て
後
続
の
研
究
者
は
仁
井
田
と
呉
に
よ
る
二
重
に
誤
っ
た
墓
誌
銘
を
読
ん
で
い
る
こ

と
に
な
る
。
こ
れ
ま
で
仁
井
田
に
よ
る
銘
文
と
呉
の
活
字
化
し
た
仁
井
田
の
銘
文
の
誤
り
は
指
摘
さ
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。

仁
井
田
が
銘
文
を
作
る
に
際
し
て
、
青
洲
の
経
歴
の
詳
細
が
門
人
た
ち
と
華
岡
家
か
ら
提
出
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
現
在
、
華
岡
家

に
は
写
本
「
華
岡
先
生
略
伝
」
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
青
洲
の
父
を
「
尚
道
」
、
外
治
（
外
科
）
の
師
を
「
大
和
見
水
」
と
誤
っ
て
い

今
旬
）

る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
仁
井
田
が
こ
の
「
華
岡
先
生
略
伝
」
の
一
部
を
参
考
に
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
思
う
。
呉
秀
三
も
著
書
の

中
で
「
華
岡
先
生
略
伝
」
か
ら
青
洲
の
条
を
す
べ
て
原
文
の
ま
ま
引
用
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
史
料
的
価
値
が
高
い
こ
と
は
理

解
さ
れ
る
。
し
か
し
誰
が
い
つ
「
華
岡
先
生
略
伝
」
を
執
筆
し
た
か
は
分
か
ら
な
い
。
青
洲
の
父
親
の
名
前
が
間
違
っ
て
書
か
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
青
洲
の
跡
を
継
い
だ
第
四
代
の
随
賢
、
す
な
わ
ち
次
男
の
修
平
（
鷺
洲
）
で
な
い
こ
と
は
確
か
で
、
恐
ら
く
当

（
６
）

時
春
林
軒
に
在
籍
し
て
い
た
複
数
の
高
弟
に
よ
っ
て
編
ま
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
宇
津
木
昆
台
の
「
日
本
医
譜
」
に
も
青
洲
に
つ
い
て

の
記
述
が
あ
る
。
青
洲
の
父
直
道
が
結
婚
を
条
件
に
松
本
氏
の
娘
於
継
の
難
病
治
療
を
引
き
受
け
た
話
、
十
五
歳
の
時
道
で
三
十
円
を

拾
得
し
た
が
、
青
洲
は
そ
の
場
に
留
ま
っ
て
戻
っ
て
き
た
落
主
に
金
を
手
渡
し
て
か
ら
家
に
帰
っ
た
。
こ
れ
を
聞
い
た
父
の
直
道
は
青

洲
の
陰
徳
を
大
い
に
喜
ん
で
村
人
に
酒
を
振
舞
っ
た
逸
話
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
青
洲
の
医
の
思
想
な
ど
は
全
く
言
及
さ
れ
て
お
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２
明
治
時
代
（
一
八
六
八
～
一
九
一
二
・
七
）
の
研
究

（
９
）

一
八
九
二
年
（
明
治
二
五
）
十
月
、
杜
渓
隠
士
は
「
華
岡
青
洲
先
生
二
七
六
○
～
一
八
三
五
ご
を
中
外
医
事
新
報
に
発
表
し
た
。

青
洲
の
祖
先
か
ら
始
ま
っ
て
、
師
友
、
思
想
、
鎖
陰
・
鎖
肛
な
ど
青
洲
の
造
語
に
な
る
病
名
、
麻
酔
術
、
手
術
法
、
そ
し
て
著
書
、
子

孫
な
ど
に
及
ん
で
、
短
い
文
章
な
が
ら
よ
く
纒
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
親
の
名
を
「
尚
道
」
、
同
胞
の
数
を
「
五
人
」
、
子
女
の
数
を

「
四
人
」
と
し
て
い
る
こ
と
を
み
る
と
、
主
と
し
て
仁
井
田
に
よ
る
墓
誌
銘
を
参
考
に
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
こ
れ

が
青
洲
の
事
績
に
関
す
る
最
初
の
単
独
の
論
考
で
あ
ろ
う
。

（
川
〉

一
九
○
四
年
（
明
治
三
七
）
医
史
学
研
究
者
の
富
士
川
勝
は
「
日
本
医
学
史
」
を
著
し
た
。
第
二
回
の
学
士
院
恩
賜
賞
を
受
賞
し
た

大
著
で
あ
る
。
発
表
以
来
一
○
○
年
経
過
し
た
が
、
今
な
お
燦
然
と
輝
く
富
士
川
最
大
の
業
績
で
あ
る
。
こ
の
著
書
の
徳
川
後
期
の
外

ら
ず
、
こ
の
意
味
で
見
る
べ
き
も
の
は
な
い
。

言
ｊ
）浅
田
宗
伯
の
「
皇
国
名
医
伝
」
は
、
青
洲
と
末
弟
の
良
平
（
鹿
城
）
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
る
が
、
青
洲
の
記
述
は
仁
井
田
に
よ
る

墓
誌
銘
の
字
句
と
順
序
を
多
少
変
え
て
述
べ
る
に
過
ぎ
な
い
。

青
洲
は
能
書
家
と
し
て
も
生
前
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
。
数
年
の
厳
し
い
修
行
を
終
え
て
故
郷
に
帰
る
弟
子
に
、
有
名
な
七
言
絶
句

「
竹
屋
請
然
烏
雀
喧
・
：
」
の
賛
を
付
し
て
自
画
像
を
与
え
た
が
、
弟
子
た
ち
か
ら
揮
毫
を
懇
願
さ
れ
る
機
会
も
多
か
っ
た
。
各
地
に
遣
さ

れ
た
青
洲
の
書
蹟
は
弟
子
た
ち
の
地
理
的
分
布
の
広
き
と
書
家
と
し
て
の
青
洲
の
存
在
を
物
語
っ
て
い
る
。
一
八
五
五
年
（
安
政
五
）

（
３
）

川
喜
多
真
一
郎
は
、
書
画
に
巧
み
な
著
名
な
医
家
の
名
簿
「
書
画
医
家
鑑
定
便
覧
」
を
編
纂
し
た
が
そ
の
下
巻
に
青
洲
の
簡
単
な
略

歴
と
落
款
が
披
見
さ
れ
る
。
書
家
と
し
て
の
青
洲
の
実
力
を
示
す
恰
好
な
証
拠
で
あ
ろ
う
。

以
上
に
よ
っ
て
こ
の
期
に
お
け
る
史
料
中
「
華
岡
青
洲
先
生
略
伝
」
、
仁
井
田
好
古
に
よ
る
墓
碑
銘
、
そ
し
て
朝
倉
荊
山
の
送
序
の
三

点
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
よ
う
。
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科
に
お
い
て
、
そ
の
殆
ど
を
青
洲
の
記
述
に
費
や
し
て
い
る
。
先
ず
当
時
の
外
科
の
背
景
を
簡
単
に
述
べ
、
次
に
主
と
し
て
仁
井
田
の

墓
誌
銘
を
参
考
に
し
て
青
洲
の
略
歴
に
及
ん
で
い
る
。

富
士
川
は
青
洲
を
評
価
し
て
「
実
に
漢
・
蘭
折
衷
派
ノ
ー
大
宗
卜
推
ス
ベ
キ
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
我
ガ
邦
ノ
漢
方
医
家
ガ
能
ク
蘭
医
方
ヲ

運
用
シ
テ
、
当
時
ノ
医
家
ノ
多
数
ヲ
シ
テ
殆
ド
瞠
若
タ
ラ
シ
メ
シ
ハ
、
前
二
産
科
ノ
賀
川
・
奥
諸
家
ア
リ
テ
、
今
外
科
ノ
華
岡
青
洲
ア

リ
・
」
と
述
べ
て
い
る
。
右
の
評
価
の
根
拠
と
な
る
青
洲
の
医
哲
学
、
医
術
の
概
略
が
記
さ
れ
、
手
術
法
と
し
て
石
淋
（
尿
道
、
膀
胱
結

石
）
、
乳
癌
、
脱
疽
、
流
注
、
兎
唇
、
鎖
肛
、
鎖
陰
に
及
ん
で
い
る
が
、
特
に
鎖
肛
と
鎖
陰
の
病
名
は
青
洲
に
よ
る
命
名
で
あ
る
と
し
、

最
後
に
麻
酔
薬
で
あ
る
麻
沸
湯
、
手
術
創
の
処
置
、
止
血
法
、
高
弟
の
本
間
棗
軒
を
叙
し
て
記
述
を
終
え
て
い
る
。
記
載
の
中
で
伝
聞

が
一
切
除
外
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
冨
士
川
の
医
史
学
者
と
し
て
の
高
い
見
識
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
Ⅲ
〉

一
九
○
九
年
（
明
治
四
二
）
伊
藤
哲
一
は
「
読
書
余
録
」
の
な
か
で
青
洲
に
言
及
し
て
い
る
が
、
過
半
は
富
士
川
勝
の
「
日
本
医
学

史
」
の
記
述
に
準
拠
し
て
お
り
、
見
る
べ
き
も
の
は
な
い
。

（
脳
）

な
お
一
九
一
○
年
（
明
治
四
三
）
に
日
本
外
科
学
会
が
中
心
と
な
っ
て
青
洲
の
生
誕
一
五
○
年
祭
が
行
わ
れ
た
と
諸
耆
に
あ
る
。
日

（
昭
）

本
外
科
学
会
誌
や
当
時
の
関
連
し
た
医
学
雑
誌
を
通
覧
し
て
も
関
係
記
事
が
披
見
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
記
念
祭
は
実
際
に
は
挙
行
さ

（
川
）

れ
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
年
の
十
月
十
七
日
に
医
史
学
の
研
究
会
で
あ
る
「
奨
進
医
会
」
が
呉
秀
三
幹
事
長
の
許
に
東
京
帝
大

構
内
で
開
か
れ
て
い
る
が
、
青
洲
に
関
連
し
た
行
事
は
一
切
行
わ
れ
て
い
な
い
。

以
上
か
ら
明
治
期
に
お
い
て
は
、
富
士
川
の
記
述
が
最
も
高
く
評
価
き
れ
よ
う
。

和
歌
山
赤
十
字
社
支
部
病
院
院
長
の
前
島
淳
一
は
青
洲
に
つ
い
て
研
究
し
、
そ
の
一
部
を
一
九
一
八
年
（
大
正
七
）
五
月
に
発
行
さ

（
胴
）

れ
た
和
歌
山
医
学
会
会
誌
八
・
九
号
に
掲
載
し
た
。
「
華
岡
青
洲
先
生
ノ
遺
書
」
と
題
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
の
「
遺
書
」
は
死
に
臨
ん

3

大
正
時
代
二
九
一
二
・
八
～
一
九
二
六
）
の
研
究
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（
１
）

一
九
二
三
年
（
大
正
一
二
）
八
月
、
呉
は
吐
鳳
堂
書
店
か
ら
五
六
八
頁
の
大
著
「
華
岡
青
洲
先
生
及
其
外
科
」
を
上
梓
し
た
。
前
述

（
肺
）

し
た
「
華
岡
青
洲
先
生
伝
」
を
大
幅
に
拡
充
補
強
し
た
も
の
で
あ
る
。
呉
の
序
文
は
一
九
二
一
年
（
大
正
一
○
）
三
月
の
日
付
を
有
す

る
か
ら
、
そ
れ
ま
で
に
草
稿
は
完
成
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
と
す
れ
ば
、
伝
記
執
筆
の
委
嘱
を
受
け
て
か
ら
草
稿
が
完
成
す

こ
れ
を
契
機
と
し
て
呉
秀
三
の
本
格
的
な
青
洲
研
究
が
始
ま
っ
た
。
翌
一
九
一
九
年
（
大
正
八
）
十
一
月
青
洲
に
対
し
て
正
五
位
の

追
贈
が
な
さ
れ
た
。
こ
の
贈
位
を
記
念
し
て
十
月
三
十
一
日
に
東
京
で
贈
位
記
念
と
生
誕
百
五
十
年
祭
が
執
り
行
わ
れ
た
。
青
洲
は
一

七
六
○
年
（
宝
暦
一
○
）
の
生
ま
れ
で
あ
る
か
ら
、
九
年
遅
れ
の
生
誕
百
五
十
年
祭
で
あ
っ
た
。
本
来
一
九
一
○
年
（
明
治
四
三
）
に

行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
が
、
何
ら
か
の
理
由
で
挙
行
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
前
述
し
た
通
り
で
あ
る
。

呉
は
こ
の
式
典
に
お
い
て
青
洲
に
つ
い
て
の
詳
細
な
事
績
を
発
表
し
た
。
そ
の
全
文
は
雑
誌
「
医
人
」
の
第
九
号
「
華
岡
青
洲
特
集

（
肺
）

号
」
二
九
二
○
年
、
大
正
九
、
三
月
）
に
「
華
岡
青
洲
先
生
伝
」
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
。
前
島
か
ら
委
嘱
を
受
け
て
僅
か
一
年
ほ
ど
で

こ
の
よ
う
に
詳
し
い
伝
記
の
執
筆
が
可
能
で
あ
っ
た
陰
に
は
、
前
島
や
華
岡
家
か
ら
呉
に
提
供
さ
れ
た
史
料
が
質
的
に
非
常
に
優
れ
、

量
的
に
も
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
こ
れ
に
加
え
て
呉
の
東
京
帝
国
大
学
教
授
の
肩
書
き
が
調
査
研
究
上
有
効
に
作
用
し
た

暮
れ
の
頃
と
思
わ
れ
る

こ
と
は
間
違
い
な
い
。

で
の
「
遺
書
」
で
は
な
く
て
、
青
洲
が
「
遣
」
し
た
著
書
の
意
味
で
あ
る
。
青
洲
に
は
六
十
冊
の
著
述
が
あ
る
と
し
、
そ
の
中
で
余
り

知
ら
れ
て
い
な
い
「
舌
診
要
訣
」
、
「
痢
疾
鎖
言
」
、
「
鍼
灸
秘
伝
」
の
三
冊
を
活
字
化
し
て
紹
介
し
て
い
る
。
前
島
に
は
こ
の
ほ
か
に
第

十
一
回
和
歌
山
医
学
会
で
講
演
し
た
「
華
岡
青
洲
先
生
ノ
外
科
」
の
論
文
が
あ
り
、
右
記
の
和
歌
山
医
学
会
会
誌
に
掲
載
さ
れ
た
と
言

わ
れ
て
い
る
が
、
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
そ
の
論
文
は
発
見
さ
れ
て
お
ら
ず
、
あ
る
い
は
掲
載
さ
れ
ず
に
終
わ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

前
島
は
自
分
の
青
洲
研
究
が
不
十
分
で
あ
る
と
考
え
た
。
青
洲
の
曽
孫
貞
次
郎
と
医
学
史
研
究
者
の
富
士
川
勝
を
介
し
て
、
華
岡
家

に
残
さ
れ
た
青
洲
の
著
書
を
整
理
し
た
史
料
を
呉
秀
三
に
提
供
し
て
詳
細
な
伝
記
の
執
筆
を
依
頼
し
た
。
一
九
一
八
年
〈
大
正
七
）
の
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詩
二
三
四
篇
を
収
め
て
い
る
。

右
に
述
べ
た
よ
う
に
、
呉

常
な
速
さ
で
仕
上
げ
た
。
し

大
の
業
績
を
立
証
す
る
「
乳
一

即
断
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ

呉
の
著
書
は
内
容
的
に
四
部
に
別
れ
て
い
る
。
第
一
部
は
青
洲
の
伝
記
で
、
こ
の
中
に
華
岡
家
の
系
譜
、
京
都
遊
学
、
麻
酔
薬
の
開

発
、
最
初
の
乳
癌
患
者
、
邸
宅
、
官
歴
と
終
焉
、
交
友
と
門
人
が
言
及
さ
れ
て
い
る
。
麻
酔
薬
に
つ
い
て
は
、
朝
鮮
朝
顔
の
主
成
分
は

ヒ
オ
ス
チ
ア
ミ
ン
と
ア
ト
ロ
ピ
ン
、
草
烏
頭
は
ヤ
プ
ア
コ
ニ
チ
ン
と
し
て
、
こ
れ
ら
が
催
眠
・
鎮
痛
作
用
を
有
す
る
と
し
て
い
る
。
門

人
と
し
て
は
水
戸
の
本
間
玄
調
以
下
十
四
人
の
名
が
示
さ
れ
て
い
る
。
第
二
部
は
外
科
に
関
す
る
事
項
で
、
「
手
術
一
般
」
、
「
手
術
各
論
」

に
分
け
て
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
「
手
術
各
論
」
の
中
の
「
外
傷
以
外
の
外
科
的
疾
患
及
び
其
の
手
術
」
に
お
い
て
、
乳
癌
が
詳
し
く
論
じ

ら
れ
、
図
八
個
、
写
真
四
葉
と
共
に
「
乳
巖
治
験
録
」
全
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
続
い
て
大
阪
の
河
内
屋
清
右
衛
門
の
妻
、
飛
洲
高

山
の
広
瀬
利
兵
衛
の
妻
、
讃
洲
小
豆
島
室
村
の
長
太
夫
の
妻
、
泉
州
貝
塚
松
波
三
十
郎
の
妻
な
ど
乳
癌
の
四
症
例
が
原
文
で
紹
介
さ
れ

て
い
る
。
第
三
部
は
青
洲
の
著
述
に
関
す
る
記
述
で
、
最
初
に
門
人
佐
藤
持
敬
の
編
集
し
た
「
華
岡
氏
遺
書
目
録
」
を
示
し
て
い
る
。

次
い
で
「
華
岡
家
治
験
図
巻
」
（
三
種
）
、
「
乳
岩
図
譜
」
、
「
華
岡
家
整
骨
竝
巻
毛
綿
図
巻
」
、
「
華
岡
氏
治
術
図
識
」
を
紹
介
し
て
い
る
が
、

図
の
多
く
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。
第
四
部
で
は
、
春
林
軒
の
諸
規
則
を
紹
介
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
規
則
の
中
に
は
、
現
代
の
医
学
教

育
に
お
い
て
も
通
用
す
る
多
く
の
事
項
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
最
後
の
付
録
の
前
半
は
国
別
に
記
さ

れ
た
春
林
軒
の
門
人
名
簿
で
あ
る
が
、
一
八
六
○
年
（
万
延
元
）
ま
で
の
入
門
者
を
一
八
八
七
人
と
し
て
い
る
。
後
半
に
は
青
洲
の
漢

る
ま
で
僅
か
二
↑

さ
な
い
と
思
う
。
一
年
数
ヶ
月
し
か
経
っ
て
お
ら
ず
、
極
め
て
短
期
間
で
こ
の
大
著
を
執
筆
し
た
呉
の
精
力
と
集
中
力
は
余
人
の
追
求
を
許

呉
の
大
著
は
青
洲
の
事
績
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
伝
え
た
画
期
的
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
彼
は
こ
の
著
書
を
非

し
か
し
余
り
に
も
性
急
す
ぎ
た
た
め
、
致
命
的
な
三
つ
の
誤
り
を
犯
し
た
。
こ
の
三
つ
誤
り
は
共
に
青
洲
最

「
乳
巖
治
験
録
」
に
関
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
第
一
点
は
最
初
の
手
術
の
年
紀
を
一
八
○
五
年
（
文
化
三
と

こ
の
よ
う
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
確
実
な
証
拠
は
な
か
っ
た
。
第
二
点
は
「
乳
巖
治
験
録
」
に
見
ら
れ
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４
昭
和
時
代
（
終
戦
前
、
一
九
二
六
～
一
九
四
五
・
七
）

（
岨
）

一
九
三
○
年
（
昭
和
五
）
札
幌
の
関
場
不
二
彦
は
「
華
岡
青
洲
の
外
科
一
斑
」
と
題
す
る
論
文
を
発
表
し
た
。
論
文
の
冒
頭
は
「
麻

酔
薬
と
し
て
の
通
仙
散
」
で
、
青
洲
の
開
発
し
た
麻
酔
薬
に
つ
い
て
詳
し
く
論
述
し
て
い
る
。
麻
酔
薬
に
関
連
し
て
、
呉
が
僅
か
に
今

村
了
庵
の
「
医
事
啓
源
」
を
引
用
し
、
他
は
こ
の
著
か
ら
の
孫
引
き
を
示
し
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
関
場
は
、
さ
ら
に
梅
元
実
の

「
薬
性
会
元
」
、
張
介
賓
の
「
資
蒙
医
径
」
、
陳
士
鐸
の
「
石
室
秘
録
」
な
ど
中
国
の
医
書
か
ら
麻
酔
薬
の
項
を
引
用
し
て
論
じ
、
そ
れ
ら

の
処
方
の
中
に
朝
鮮
朝
顔
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
次
い
で
通
仙
散
（
麻
沸
散
）
の
調
剤
法
と
実
際
の
服
用
法
、
服

用
後
の
症
状
を
記
述
し
て
い
る
。
青
洲
は
術
中
、
術
後
の
合
併
症
を
予
防
す
る
た
め
、
清
肝
解
諺
湯
、
回
生
散
、
生
神
散
、
人
参
調
栄

湯
な
ど
を
与
え
た
が
、
こ
れ
ら
が
楢
林
鎮
山
の
処
方
を
少
し
改
変
し
た
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
つ
ま
り
青
洲
の
医
術
の
す

べ
て
が
彼
の
創
作
に
な
る
も
の
で
は
な
く
、
先
人
の
優
れ
た
点
を
選
択
し
た
こ
と
に
こ
そ
青
洲
の
医
学
の
特
徴
が
あ
る
と
関
場
は
指
摘

る
重
要
な
語
句
の
誤
字
を
訂
正
し
て
覆
刻
し
た
こ
と
で
あ
る
。
第
三
点
は
「
乳
巖
治
験
録
」
の
写
真
を
合
成
し
て
そ
の
著
書
に
掲
載
し

た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
作
為
は
研
究
者
の
倫
理
に
著
し
く
反
す
る
行
為
で
あ
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
呉
の
こ
の
作
為
に
よ
っ
て
、

青
洲
の
真
の
姿
が
伝
え
ら
れ
ず
、
後
続
の
研
究
者
も
皆
呉
に
編
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
研
究
が
遅
れ
た
原
因
も
こ
こ
に
あ
る
こ
と
は
間
違

れ
た
。 し

か
し
な
が
ら
呉
の
著
書
は
青
洲
の
活
動
を
す
べ
て
網
羅
し
て
お
り
、
全
国
各
地
に
分
布
す
る
門
弟
た
ち
の
事
績
を
調
査
す
る
外
に
、

こ
れ
以
上
の
研
究
は
不
可
能
と
考
え
ら
れ
た
。
事
実
、
青
洲
に
つ
い
て
の
論
考
は
、
呉
の
著
書
が
発
行
さ
れ
て
以
来
、
一
九
三
○
年

（
〃
｝

（
昭
和
五
）
ま
で
一
篇
も
発
表
さ
れ
て
な
い
。
な
お
、
呉
の
著
書
の
覆
刻
版
が
一
九
七
一
年
（
昭
和
四
六
）
に
京
都
の
思
文
閣
か
ら
出
さ

い
た
径
い
・

こ
の
期
に
お
い
て
は
呉
の
研
究
が
群
を
抜
い
て
い
る
が
、
呉
は
重
大
な
誤
り
を
犯
し
て
い
る
。
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一
九
五
八
年
（
昭
和
三
三
）
四
月
、
札
幌
在
住
で
青
洲
の
玄
孫
〈
四
世
の
子
孫
）
で
あ
る
華
岡
雄
太
郎
か
ら
青
洲
の
遺
品
が
和
歌
山

県
立
医
科
大
学
に
寄
贈
さ
れ
た
。
こ
れ
を
機
に
医
科
大
学
教
授
会
は
青
洲
の
顕
彰
会
を
設
立
し
た
が
、
さ
し
た
る
活
動
を
し
な
か
っ
た
。

二
年
後
の
一
九
六
○
年
（
昭
和
三
五
）
が
青
洲
の
生
誕
二
○
○
年
に
な
る
こ
と
を
記
念
し
て
、
医
科
大
学
教
授
会
は
大
学
内
だ
け
の
顕

彰
会
を
発
展
的
に
解
消
し
て
、
改
め
て
「
医
聖
・
華
岡
青
洲
顕
彰
会
」
を
創
り
、
顕
彰
碑
の
設
立
、
伝
記
の
作
成
、
育
英
事
業
を
行
う

こ
と
に
し
た
。
そ
の
一
環
と
し
て
講
演
会
が
和
歌
山
市
で
十
一
月
十
六
日
に
開
催
さ
れ
た
。
講
師
は
大
阪
の
医
史
学
界
の
重
鎮
中
野
操

（
釦
）

で
あ
っ
た
が
、
講
演
の
内
容
は
す
べ
て
呉
秀
三
の
著
書
に
準
拠
し
た
も
の
で
あ
り
、
後
に
論
文
化
さ
れ
た
。

し
た
。
論
文
の
後
半
で
は
、
青
洲
が
多
用
し
た
實
薬
の
成
分
と
そ
の
学
名
を
列
挙
し
て
い
る
。

（
脚
）

関
場
は
こ
の
論
考
に
大
幅
に
加
筆
し
て
、
三
年
後
の
一
九
三
三
年
（
昭
和
八
）
に
出
版
し
た
「
西
医
学
東
漸
史
話
」
（
下
巻
）
に
収
載

し
た
。
「
華
岡
青
洲
の
一
代
（
六
項
）
師
大
和
見
立
の
事
績
」
と
題
す
る
一
章
で
あ
る
。
「
青
洲
の
応
用
す
る
通
仙
散
」
、
「
青
洲
が
手
術

に
関
す
る
汎
論
、
乳
癌
手
術
及
其
他
の
手
術
」
、
「
崎
形
の
矯
正
、
整
骨
其
他
」
、
「
春
林
軒
實
方
」
「
青
洲
の
著
書
に
つ
い
て
の
批
判
」
、

「
青
洲
の
就
職
」
の
六
項
が
八
四
頁
に
亘
っ
て
詳
細
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
関
場
は
麻
沸
散
に
よ
る
最
初
の
乳

癌
手
術
を
明
確
に
．
八
○
四
年
（
文
化
元
）
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
（
二
四
一
頁
）
関
場
は
そ
の
根
拠
を
何
も
示
し
て
い
な

（
ｌ
｝

い
が
、
こ
の
「
文
化
元
年
説
」
が
後
続
の
研
究
者
に
よ
っ
て
無
視
さ
れ
た
こ
と
は
誠
に
残
念
で
あ
っ
た
。
呉
の
著
書
の
影
響
が
い
か
に

大
き
か
っ
た
か
を
示
す
間
接
的
な
証
左
で
あ
ろ
う
ｃ

こ
れ
以
外
に
他
の
著
者
に
よ
る
二
つ
の
論
文
が
あ
る
が
、
単
に
呉
の
著
書
か
ら
抄
出
、
翻
訳
し
た
だ
け
で
読
む
に
価
し
な
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
関
場
の
研
究
は
呉
以
降
、
一
九
四
五
年
（
昭
和
二
○
）
の
終
戦
時
ま
で
に
発
表
さ
れ
た
中
で
最
も
優
れ
た
も
の

で
あ
っ
た
。

５
昭
和
時
代
（
終
戦
後
、
一
九
四
五
・
八
～
一
九
八
八
）
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顕
彰
会
の
中
心
と
な
っ
た
の
は
後
に
医
科
大
学
の
学
長
に
な
っ
た
市
原
硬
や
第
一
外
科
教
授
竹
林
弘
な
ど
で
あ
っ
た
が
、
事
業

の
一
つ
と
し
て
伝
記
の
作
製
を
計
画
し
、
執
筆
を
和
歌
山
県
文
化
財
専
門
審
議
会
委
員
の
森
慶
三
に
依
頼
し
、
外
科
の
部
分
は
竹
林

弘
教
授
が
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

｛
抑
）

こ
う
し
て
四
年
の
歳
月
を
か
け
て
一
九
六
四
年
（
昭
和
三
九
）
に
完
成
し
た
の
が
森
慶
三
、
市
原
硬
、
竹
林
弘
に
よ
る
「
医
聖

華
岡
青
洲
」
で
あ
っ
た
。
そ
の
内
容
は
第
一
章
世
界
医
学
史
に
輝
く
巨
人
、
第
二
章
華
岡
青
洲
の
生
涯
、
第
三
章
華
岡
流
の
外

科
、
第
四
章
青
洲
の
著
述
、
第
五
章
し
の
ぶ
面
影
、
第
六
章
春
林
軒
塾
、
第
七
章
平
山
の
邸
趾
、
第
八
章
華
岡
家
今
昔
物

語
、
第
九
章
青
洲
の
先
師
、
第
十
章
青
洲
の
交
友
、
第
十
一
章
青
洲
の
門
下
、
第
十
二
章
余
光
い
よ
い
よ
輝
く
第
十
三
章

章
名
欠
（
年
譜
、
系
譜
、
門
人
録
な
ど
）
で
あ
る
。
し
か
し
華
岡
家
の
系
譜
な
ど
に
お
い
て
部
分
的
に
新
し
い
知
見
が
付
け
加
え
ら
れ

た
と
い
う
も
の
の
、
全
体
と
し
て
見
れ
ば
、
呉
の
著
書
の
順
序
を
変
え
て
現
代
文
に
焼
き
直
し
た
だ
け
と
い
う
感
が
ぬ
ぐ
え
な
い
。
例

え
ば
青
洲
の
外
科
を
論
じ
た
部
分
を
比
較
し
て
み
よ
う
。

第
二
巻
青
洲
先
生
ノ
外
科

上
段
は
呉
の
記
述
、
下
段
は
竹
林
の
記
述
で
あ
る
〔

第
三二一一

手
術
一
般

手
術
用
器
械
材
料
ノ
準
備

手
術
患
者
ノ
準
備

麻
酔

第第第
三二岸岸冷得扉
目ロ目ロ貝ロ

第
三
章
華
岡
流
の
外
科

麻
酔
手
術
に
使
っ
た
器
械

消
毒
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第
二
手
術
各
論

甲
外
傷
ノ
処
置

一
創
傷
ノ
部
位

二
創
傷
ノ
発
生
方
ニ
ョ
ル
種
類

乙
外
傷
以
外
ノ
外
科
的
疾
患
及
ビ
其
手
術

一
乳
昴

二
乳
巖
以
外
ノ
癌
腫

三
其
他
ノ
腫
瘍

四
癬
疽

九 八七六五四

当
時
手
術
ノ
状
況

消
毒
法

下
刀
法

止
血
法

縫
合
法

〈
附
）
縫
合
後
ノ
処
置

後
療
法

巻
木
綿
（
纐
帯
）

膏
薬

第
六
節
外
傷
以
外
の
外
科

一
青
洲
が
扱
っ
た
い
ろ
ん
な
外
科
疾
患

二
乳
岩

三
乳
巖
以
外
の
癌
腫

四
そ
の
他
の
腫
瘍

五
嬢
疽

第
五
節
外
傷
の
処
置

第
四
節
手
術
方
法
の
一
般
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右
に
示
し
た
よ
う
に
、
両
者
は
そ
の
項
目
が
殆
ど
同
じ
で
あ
る
。
一
つ
一
つ
の
内
容
も
ま
た
殆
ど
同
一
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
で
は
な

い
。
森
ら
の
著
書
に
は
第
十
六
図
か
ら
第
四
六
図
ま
で
手
術
器
械
の
写
真
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
す
べ
て
は
、
呉
の
著
書
か
ら
借
用
し

た
も
の
と
思
わ
れ
、
中
に
は
敢
え
て
同
じ
器
械
の
向
き
を
逆
に
し
て
示
し
た
写
真
が
あ
る
。

（
３
）

（
訂
）

こ
の
森
ら
の
著
が
公
に
さ
れ
た
時
、
後
に
述
べ
る
宗
田
の
論
文
は
ま
だ
発
表
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
森
ら
が
麻
沸
散

に
つ
い
て
の
新
し
い
知
見
を
加
え
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
と
し
て
も
仕
方
が
な
い
。
し
か
し
彼
ら
も
ま
た
致
命
的
な
過
ち
を
犯
し
た
。

（
Ｊ
｝

呉
が
活
字
化
し
た
「
乳
巖
治
験
録
」
を
単
に
そ
の
ま
ま
転
載
し
た
た
め
、
森
ら
の
著
書
に
も
十
八
文
字
が
欠
落
し
た
「
乳
巖
治
験
録
」

五
流
注

六
口
辺
ノ
手
術

肛
門
ノ
手
術
（
番
号
欠
）

七
鼻
ノ
手
術

八
眼
ノ
手
術

九
顔
面
ノ
手
術

十
四
肢
ノ
手
術

十
一
女
子
陰
部
ノ
手
術

十
二
男
子
陰
部
ノ
手
術

十
三
助
産
術

十
四
整
形
術

丙
其
他

六
流
注

七
口
辺
の
手
術

八
肛
門
の
手
術

九
鼻
の
手
術

十
眼
の
手
術

十
一
顔
面
の
手
術

十
二
四
肢
の
手
術

十
三
女
子
陰
部
の
手
術

十
四
男
子
陰
部
の
手
術

十
五
助
産
術

十
六
整
形
術

第
七
節
そ
の
他
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が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
仁
井
田
好
古
の
「
墓
誌
銘
」
に
つ
い
て
も
呉
の
著
書
か
ら
そ
の
ま
ま
転
載
し
た
。
彼
ら
こ
そ
地
元
の
研

究
者
で
あ
る
か
ら
、
原
史
料
の
精
査
を
す
べ
き
で
あ
っ
た
。
森
ら
の
著
書
と
ほ
ぼ
同
時
に
「
明
治
前
日
本
医
学
史
」
の
第
四
巻
が
敢
行

（
鋤
）

さ
れ
た
。
そ
の
中
に
大
鳥
蘭
三
郎
が
分
担
執
筆
し
た
「
日
本
外
科
学
史
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
当
然
青
洲
の
事
績
に
も
及
ん
で
い
る

が
、
呉
の
著
以
上
の
叙
述
は
な
い
。
ま
た
こ
こ
に
収
載
さ
れ
た
「
乳
巌
治
験
録
」
も
呉
の
著
書
か
ら
の
転
載
に
過
ぎ
な
い
こ
と
は
、
呉

が
見
落
と
し
た
十
八
文
字
が
欠
落
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
る
。

（
羽
、
訓
）

こ
の
頃
、
竹
林
は
単
独
で
青
洲
に
つ
い
て
の
論
考
を
発
表
し
て
い
る
が
、
呉
の
見
解
を
一
歩
で
も
出
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

こ
れ
よ
り
一
年
前
の
一
九
六
三
年
（
昭
和
三
八
）
に
医
学
史
研
究
者
で
横
浜
市
立
大
学
医
学
部
講
師
（
医
史
学
担
当
）
を
務
め
た
石

（
錫
）

原
明
は
、
「
漢
方
の
臨
床
」
に
「
華
岡
青
洲
」
を
執
筆
し
、
「
乳
巖
治
験
録
」
を
始
め
て
現
代
文
に
訳
し
た
。
彼
も
ま
た
直
接
原
史
料
に

当
た
ら
ず
に
、
呉
の
著
に
掲
載
さ
れ
た
「
乳
巖
治
験
録
」
を
史
料
と
し
て
用
い
た
た
め
、
森
ら
と
同
じ
く
十
八
文
字
を
訳
し
て
い
な
い
。

こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
呉
の
著
書
が
い
か
に
絶
対
視
さ
れ
て
い
た
か
を
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
。

（
郡
）

こ
の
年
の
四
月
大
阪
で
開
催
さ
れ
た
第
六
四
回
日
本
医
史
学
会
総
会
で
、
阿
知
波
五
郎
は
「
わ
が
が
国
外
科
に
及
ぼ
し
た
ョ
－
ロ
ッ

パ
医
学
の
影
響
」
と
題
す
る
特
別
講
演
を
行
っ
た
。
そ
の
中
で
、
ハ
イ
ス
テ
ル
の
外
科
書
の
挿
図
が
華
岡
青
洲
に
大
き
な
影
響
を
与
え

（
１
）
（
川
）

た
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
呉
、
冨
士
川
も
言
及
し
な
か
っ
た
新
知
見
で
あ
っ
た
。

（
Ｗ
）

一
九
七
一
年
（
昭
和
四
六
）
、
京
都
の
出
版
社
の
思
文
閣
は
呉
の
著
書
の
覆
刻
版
を
上
梓
し
た
。
呉
の
著
は
一
九
二
三
年
（
大
正
一
二
）

に
出
版
さ
れ
て
か
ら
半
世
紀
近
く
経
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
需
要
が
あ
り
、
市
場
で
入
手
が
非
常
に
困
難
な
状
況
が
続
い
た
た
め

（
幻
）

で
あ
っ
た
。
覆
刻
に
際
し
て
付
録
が
付
け
ら
れ
た
が
、
そ
の
中
で
宗
田
は
「
華
岡
青
洲
の
麻
酔
薬
、
〈
通
仙
散
〉
を
巡
る
諸
問
題
」
と
題

す
る
解
説
を
書
い
た
。
そ
の
中
で
宗
田
は
京
都
の
花
井
仙
蔵
が
麻
酔
薬
開
発
の
先
駆
者
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
し
て
花
井

の
伝
え
る
麻
酔
薬
は
基
本
的
に
中
国
由
来
の
処
方
を
踏
襲
し
て
い
る
こ
と
を
論
証
し
た
。
中
国
で
は
伝
統
的
に
曼
陀
羅
華
の
花
の
部
分

を
内
用
に
用
い
、
一
方
欧
州
で
は
茎
、
実
、
葉
な
ど
花
以
外
の
部
分
が
内
服
に
用
い
ら
れ
た
が
、
花
井
や
青
洲
が
茎
、
実
、
葉
な
ど
の
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部
分
を
内
服
に
利
用
し
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
、
宗
田
は
青
洲
の
麻
沸
散
が
漢
・
蘭
・
和
の
合
作
の
所
産
で
あ
る
と
し
た
。

宗
田
は
こ
の
解
説
の
中
で
自
分
が
所
蔵
す
る
中
川
修
亭
の
「
麻
薬
考
」
を
覆
刻
版
と
し
て
収
載
し
た
。
当
時
、
「
麻
薬
考
」
の
写
本
と

し
て
は
他
に
京
都
大
学
富
士
川
本
が
知
ら
れ
て
い
た
が
、
宗
田
は
富
士
川
本
に
は
多
く
の
虫
食
い
や
欠
字
が
あ
っ
て
善
本
で
な
い
と
し

て
、
自
分
の
所
蔵
す
る
写
本
を
覆
刻
し
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
後
に
私
が
京
都
大
学
で
富
士
川
本
を
実
際
に
調
べ
て
見
る
と
、
宗
田

が
い
う
虫
食
い
は
認
め
ら
れ
ず
、
欠
字
も
わ
ず
か
一
宇
の
み
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
宗
田
本
に
は
な
い
筆
録
者
森
立
之
の
践
文

や
図
が
付
さ
れ
て
お
り
、
宗
田
本
よ
り
格
段
に
優
れ
た
写
本
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

覆
刻
版
を
作
成
す
る
こ
と
は
他
の
研
究
者
に
対
し
て
最
上
の
史
料
を
提
供
す
る
こ
と
で
あ
る
。
最
上
の
史
料
を
無
視
し
て
、
数
段
劣
る

自
家
の
史
料
を
覆
刻
し
た
宗
田
の
行
為
は
研
究
者
と
し
て
強
く
非
難
さ
れ
て
も
当
然
で
あ
る
。
な
ぜ
宗
田
が
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
行
っ
た

の
か
理
解
に
苦
し
む
。
宗
田
が
発
表
し
て
か
ら
二
十
年
ほ
ど
だ
れ
も
こ
の
こ
と
に
気
が
つ
か
な
か
っ
た
の
は
、
他
の
医
学
史
研
究
者
た
ち

が
当
然
行
う
べ
き
原
史
料
に
直
接
当
た
る
こ
と
を
し
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
気
が
付
い
た
と
し
て
も
日
本
医
史
学
会
常
任
理
事
で

（
郷
、
鋤
）

あ
っ
た
宗
田
に
指
摘
で
き
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
な
お
そ
の
後
も
宗
田
は
自
説
を
補
強
、
強
化
す
る
た
め
論
文
を
発
表
し
た
。

呉
の
著
書
の
覆
刻
版
が
出
た
翌
年
、
一
九
七
二
年
（
昭
和
四
二
）
に
青
洲
の
出
身
地
で
あ
る
和
歌
山
県
那
賀
町
の
「
那
賀
町
華
岡
青

（
４
）

（
１
）

（
３
）

洲
を
た
た
え
る
会
」
は
「
華
岡
青
洲
」
を
刊
行
し
た
。
呉
の
著
書
、
森
ら
の
著
書
が
共
に
学
術
的
で
あ
り
、
し
か
も
大
冊
で
あ
る
た
め

入
手
も
困
難
で
あ
る
。
そ
の
た
め
一
般
の
人
び
と
で
も
手
軽
に
読
め
る
本
を
作
る
よ
う
に
心
掛
け
た
と
い
う
の
が
、
出
版
の
意
図
で
あ

っ
た
。
執
筆
し
た
の
は
大
阪
市
立
中
央
図
書
館
司
書
の
大
久
保
萬
知
子
で
、
そ
の
原
稿
を
同
じ
く
大
阪
市
立
中
央
図
書
館
の
藤
本
篤

が
追
加
・
補
正
し
た
。
し
か
し
一
般
読
者
を
対
象
に
し
た
と
は
い
う
も
の
の
、
例
え
ば
古
典
を
原
文
の
ま
ま
引
用
し
た
り
、
難
解
な
病

名
を
羅
列
し
た
り
、
杉
田
玄
白
や
大
槻
玄
沢
の
手
紙
を
原
文
の
ま
ま
掲
載
し
て
お
り
、
一
般
の
読
者
が
決
し
て
手
軽
に
読
め
る
文
章
で

は
な
い
。
ま
た
最
初
の
全
身
麻
酔
下
乳
癌
手
術
の
年
紀
に
つ
い
て
当
時
の
論
争
の
経
緯
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
著
者
（
松
木
）
の

五
條
市
教
育
委
員
会
へ
の
問
い
合
わ
せ
が
こ
と
の
発
端
で
あ
っ
た
こ
と
に
は
全
く
触
れ
ず
、
ま
た
手
術
日
の
十
三
日
と
十
六
日
の
差
に
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念
で
あ
る
。

こ
の
期
の
十
五
年
間
に
、
七
○
篇
を
越
え
る
論
文
が
発
表
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
大
半
は
断
片
的
で
あ
り
、
見
る
べ
き
も
の
は

（
棚
）

少
な
い
。
一
九
九
○
年
（
平
成
二
）
「
国
史
大
辞
典
」
の
第
十
一
巻
が
上
梓
さ
れ
た
。
「
華
岡
青
洲
」
の
項
は
小
曽
戸
洋
が
担
当
し
て
い

る
。
青
洲
は
「
父
の
死
去
に
よ
り
帰
郷
し
て
家
業
を
継
承
」
と
あ
る
が
、
青
洲
が
帰
郷
し
て
か
ら
父
が
死
亡
し
た
の
で
あ
り
、
ま
た
青

洲
の
モ
ッ
ト
ー
「
内
外
合
一
活
物
窮
理
」
を
「
内
外
合
一
活
物
究
理
」
と
誤
っ
て
い
る
。

（
蛇
）

重
要
な
論
文
と
し
て
宗
田
は
一
九
九
五
年
（
平
成
七
）
に
「
洋
学
史
か
ら
見
た
華
岡
青
洲
」
を
洋
学
史
研
究
年
報
に
発
表
し
た
。
こ

れ
は
彼
の
青
洲
研
究
の
総
ま
と
め
と
も
い
う
べ
き
好
論
文
で
あ
る
。
青
洲
の
麻
沸
散
開
発
の
端
緒
を
理
解
す
る
た
め
に
は
必
読
す
べ
き

つ
い
て
も
説
明
出
来
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
こ
の
本
の
一
五
三
頁
か
ら
二
二
二
頁
ま
で
の
七
○
頁
は
呉
の
著
書
か
ら
の
春
林
軒
門
人
録
の

転
載
で
あ
る
。
こ
の
本
は
二
二
五
頁
で
あ
る
か
ら
、
全
体
の
三
分
の
一
を
占
め
て
い
る
。
一
般
の
人
に
は
全
く
無
味
乾
燥
な
門
人
録
に

こ
れ
だ
け
の
頁
数
を
割
く
必
要
は
な
か
っ
た
と
思
う
。
総
じ
て
藤
本
ら
に
よ
る
こ
の
本
は
殆
ど
呉
の
著
書
に
準
拠
し
て
新
知
見
が
な
く
、

（
弧
）

発
行
以
来
三
十
数
年
経
っ
た
現
在
そ
の
使
命
を
終
え
た
も
の
と
し
て
差
し
支
え
な
い
。
な
お
一
九
七
五
年
（
昭
和
五
○
）
に
矢
数
道
明

は
青
洲
の
妻
加
恵
の
失
明
に
つ
い
て
、
曼
陀
羅
華
の
他
に
附
子
に
よ
る
眼
内
圧
の
上
昇
も
原
因
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
動
物
実
験
の
結

果
か
ら
推
察
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
期
に
お
い
て
は
森
ら
に
よ
る
青
洲
の
伝
記
の
出
版
と
宗
田
に
よ
る
麻
沸

散
開
発
の
経
緯
の
研
究
が
特
筆
さ
れ
る
。

で
あ
ろ
う
ｃ

（
蛎
）

こ
の
年
、
東
京
女
子
医
大
の
泉
雄
勝
は
専
門
の
乳
腺
外
科
の
立
場
か
ら
総
説
的
な
青
洲
の
伝
を
「
乳
癌
の
臨
床
」
に
三
回
に
わ
た

っ
て
掲
載
し
た
。
泉
雄
自
身
の
研
究
に
よ
る
特
別
な
新
知
見
は
な
く
、
ま
た
必
ず
し
も
重
要
な
先
行
論
文
を
引
用
し
て
い
な
い
の
は
残

６
平
成
時
代
（
一
九
八
九
～
二
○
○
四
）
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（
洲
）

一
九
九
六
年
（
平
成
八
）
名
古
屋
大
学
学
医
学
部
医
療
情
報
部
の
山
内
一
信
と
不
破
医
院
の
不
破
洋
は
、
不
破
の
祖
先
、
不
破
為
信

親
子
に
よ
る
華
岡
流
の
手
術
の
記
録
を
発
表
し
て
い
る
。
美
濃
不
破
一
色
村
の
三
島
良
策
は
、
一
八
二
三
年
（
文
政
六
）
十
一
月
春
村

軒
に
入
門
し
て
二
年
間
勉
学
し
、
一
八
二
五
年
（
文
政
八
）
十
月
頃
帰
郷
し
た
。
後
に
不
破
為
信
と
改
称
し
た
。
不
破
は
帰
郷
後
、
乳

癌
手
術
を
多
数
手
懸
け
、
一
八
二
六
年
（
文
政
九
）
か
ら
一
八
七
一
年
（
明
治
四
）
に
か
け
て
八
十
六
症
例
、
九
十
五
回
の
手
術
の
記

録
を
遣
し
た
。
こ
の
中
に
は
息
子
の
為
信
（
惟
治
）
の
症
例
も
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
中
で
乳
癌
手
術
は
六
十
三
例
を
数
え
、
一
地
方

だ
け
で
こ
れ
ほ
ど
多
数
の
乳
癌
手
術
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
驚
異
的
で
あ
る
。
青
洲
の
医
術
は
普
及
し
な
か
っ
た
の
で
は
な
く
し
て
、
そ

の
事
績
が
発
掘
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
す
る
著
者
（
松
木
）
の
推
定
を
裏
付
け
る
貴
重
な
論
文
で
あ
る
。

（
妬
１
打
）

近
畿
大
学
の
高
橋
均
ら
は
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
「
萬
病
一
毒
之
説
」
、
「
序
」
（
こ
れ
は
宗
田
が
発
掘
し
た
と
い
う
）
、
「
丸

散
便
覧
序
」
を
札
幌
の
華
岡
家
で
発
掘
し
解
説
を
付
し
て
一
九
九
九
年
（
平
成
十
二
か
ら
二
○
○
○
年
（
平
成
十
二
）
に
か
け
て
発

表
し
た
。
高
橋
ら
は
こ
れ
ら
が
華
岡
家
か
ら
発
見
さ
れ
た
の
で
直
ち
に
青
洲
の
自
筆
と
し
て
い
る
が
、
疑
念
が
な
い
訳
で
も
な
い
。
自

筆
と
す
る
確
た
る
証
拠
が
な
い
の
で
あ
る
。
右
記
の
中
で
「
丸
散
便
覧
序
」
は
門
人
の
筆
写
で
す
で
に
知
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。

（
洲
）

そ
の
後
高
橋
ら
は
春
林
軒
の
外
来
診
療
録
と
も
称
す
べ
き
「
癸
亥
春
林
軒
続
薬
方
冊
」
を
発
掘
し
て
活
字
化
覆
刻
し
た
。
春
林
軒
の
襖

の
下
張
り
か
ら
発
見
さ
れ
た
史
料
で
あ
る
。
青
洲
が
最
初
の
乳
癌
の
手
術
を
全
身
麻
酔
下
に
行
っ
た
前
年
の
記
録
で
あ
る
と
い
う
。
青

洲
の
実
際
の
診
療
活
動
を
知
る
手
掛
か
り
と
し
て
貴
重
な
史
料
で
あ
る
が
、
処
方
名
と
患
者
名
だ
け
で
は
推
定
に
限
界
が
あ
ろ
う
。
い

ず
れ
に
せ
よ
こ
れ
ら
を
覆
刻
し
た
高
橋
ら
の
労
を
多
と
し
た
い
。

一
九
九
九
年
（
平
成
十
二
四
月
に
和
歌
山
県
那
賀
町
平
山
の
地
に
「
青
洲
の
里
」
が
完
成
し
た
。
春
林
軒
を
昔
日
の
地
に
復
元
し
、

隣
接
す
る
土
地
に
フ
ラ
ワ
ー
・
ヒ
ル
・
ミ
ュ
ウ
ジ
ア
ム
（
華
岡
博
物
館
）
を
併
設
し
た
も
の
で
、
那
賀
町
の
「
医
聖
・
華
岡
青
洲
顕
彰

会
」
が
中
心
と
な
り
、
全
国
に
寄
付
を
呼
び
か
け
て
漸
く
完
成
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
和
歌
山
県
立
医
科
大
学
に
華
岡
家
か

ら
寄
贈
さ
れ
て
い
た
青
洲
の
遺
品
も
こ
の
ミ
ュ
ウ
ジ
ア
ム
に
移
管
展
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
を
機
会
に
「
医
聖
・
華
岡
青
洲
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顕
彰
会
」
は
和
歌
山
立
医
科
大
学
名
誉
教
授
（
麻
酔
科
学
）
で
、
顕
彰
会
の
副
会
長
で
も
あ
っ
た
上
山
英
明
に
青
洲
の
伝
記
の
執
筆
を

（
抑
）

依
頼
し
た
。
こ
う
し
て
一
九
九
九
年
（
平
成
十
二
五
月
に
完
成
し
た
の
が
「
華
岡
青
洲
先
生
そ
の
業
績
と
人
と
な
り
」
で
あ
る
。

上
山
が
「
後
記
」
に
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
書
の
主
眼
は
青
洲
の
業
績
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
、
青
洲
の
哲
学
は
現
代
に
お
い

て
も
相
通
ず
る
も
の
が
あ
る
こ
と
、
中
学
生
に
も
理
解
で
き
る
文
章
で
か
い
た
こ
と
の
三
点
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
上
山
の
意

図
は
あ
る
程
度
成
功
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
中
学
生
に
も
分
か
る
文
章
で
書
く
こ
と
と
、
真
実
と
真
実
で
な
い
こ
と
を
混
同

し
て
も
良
い
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
上
山
は
と
く
に
青
洲
の
本
当
の
業
績
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
執
筆

の
第
一
の
目
的
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
何
が
史
実
な
の
か
、
何
が
伝
聞
な
の
か
を
明
確
に
区
別
し
て
読
者
に
示
す
必
要
が
あ
る
。

言
い
伝
え
に
し
て
も
、
単
な
る
噂
な
の
か
、
当
時
の
状
況
を
考
慮
す
れ
ば
、
あ
る
程
度
の
可
能
性
が
論
理
的
に
導
か
れ
る
こ
と
な
の
か

と
こ
ろ
が
、
僅
か
一
○
○
頁
に
満
た
な
い
こ
の
著
書
に
は
誤
植
で
は
な
い
明
ら
か
な
誤
り
が
数
十
ケ
所
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な

状
態
で
は
、
青
洲
の
真
の
業
績
が
読
者
に
伝
わ
ら
な
い
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
却
っ
て
誤
っ
た
情
報
が
流
布
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ

れ
は
甚
だ
重
要
な
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
上
山
の
誤
り
の
一
部
を
以
下
に
指
摘
し
よ
う
。

十
三
頁
に
青
洲
の
妻
加
恵
は
妹
背
家
の
「
次
女
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
が
、
「
次
女
」
と
す
る
根
拠
は
一
つ
も
な
い
。
十
六
頁
に
、
古

代
中
国
の
医
聖
・
華
佗
の
秘
伝
書
が
伝
え
ら
れ
な
か
っ
た
理
由
と
し
て
、
華
佗
の
妻
が
秘
伝
書
を
焼
却
し
た
と
記
述
し
て
い
る
が
、
焼

却
し
た
の
は
獄
吏
の
妻
で
あ
っ
て
、
華
佗
の
妻
で
は
な
い
。

二
十
五
頁
の
末
尾
に
、
曼
陀
羅
華
の
種
子
中
の
成
分
を
示
す
と
あ
る
が
、
次
の
二
十
六
頁
の
表
５
に
は
種
子
、
根
、
茎
、
葉
な
ど
全

体
の
成
分
含
量
が
示
き
れ
て
お
り
、
し
か
も
含
量
の
％
は
一
桁
間
違
っ
て
十
分
の
一
に
な
っ
て
い
る
。

三
十
九
頁
の
表
８
に
は
乳
癌
手
術
患
者
の
出
身
地
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
表
全
体
が
不
正
確
で
あ
り
、
「
陸
奥
」
の
患
者
一
人
、

「
筑
前
」
の
患
者
一
人
と
あ
る
の
は
全
く
の
誤
り
で
あ
る
。

の
判
断
を
示
す
必
要
が
あ
る
。
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四
十
九
頁
に
は
日
本
に
お
け
る
医
学
的
背
景
が
表
皿
に
纏
め
ら
れ
て
い
る
が
、
一
七
五
七
年
（
宝
暦
七
）
に
「
杉
田
玄
白
が
オ
ラ
ン

ダ
流
外
科
の
講
義
開
始
」
と
あ
る
が
、
こ
の
年
は
玄
白
が
日
本
橋
四
丁
目
で
開
業
し
た
の
で
あ
り
、
講
義
し
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
な

い
。
一
八
二
三
年
（
文
政
六
）
に
「
杉
田
玄
白
の
『
蘭
学
事
始
」
の
著
述
」
と
あ
る
が
、
玄
白
は
一
八
一
七
年
（
文
化
十
四
）
に
没
し

て
い
る
の
で
、
一
八
二
三
年
（
文
政
六
）
に
著
述
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

七
十
五
頁
か
ら
七
十
六
頁
の
か
け
て
青
洲
の
有
名
な
漢
詩
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
読
み
方
が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
読

み
の
次
ぎ
に
原
文
を
示
す
。

問
題
は
第
四
句
で
あ
る
。
上
山
は
「
ナ
ン
ゾ
ヶ
ィ
キ
ュ
ウ
ヒ
バ
ノ
モ
ン
ヲ
オ
モ
ワ
、
こ
と
読
ん
で
い
る
が
、
誰
が
見
て
も
誤

っ
た
読
み
で
あ
る
こ
と
は
、
一
目
瞭
然
で
あ
ろ
う
。
第
二
字
目
の
「
望
」
を
三
句
目
第
二
字
の
「
思
」
と
間
違
っ
た
の
で
あ
る
。

青
洲
は
こ
の
漢
詩
を
書
い
て
、
修
行
を
終
え
て
故
郷
に
帰
る
多
く
の
弟
子
に
与
え
た
。
つ
ま
り
こ
の
漢
詩
に
は
青
洲
の
医
学
・
医
療

チ
ク
オ
ク
、
ン
ヨ
ウ
ゼ
ン
ウ
ジ
ャ
ク
カ
マ
ビ
ス
シ

竹
屋
請
然
烏
雀
喧

フ
ウ
コ
ウ
オ
ノ
ズ
カ
ラ
カ
ン
ソ
ン
ニ
ガ
ス
ニ
テ
キ
ス

風
光
自
適
臥
寒
村

タ
ダ
ニ
オ
モ
ウ
キ
シ
カ
イ
セ
イ
ノ
ジ
ュ
ッ

唯
思
起
死
回
生
術

ナ
ン
ゾ
ケ
イ
キ
ュ
ウ
ヒ
バ
ノ
モ
ン
ヲ
オ
モ
ワ
ン

何
望
軽
襄
肥
馬
門
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こ
の
著
書
は
「
医
聖
・
華
岡
青
洲
顕
彰
会
」
の
副
会
長
を
長
年
務
め
て
い
る
上
山
の
手
に
な
る
か
ら
こ
そ
問
題
と
な
る
の
で
あ
り
、

著
者
（
松
木
）
が
誤
り
を
指
摘
す
る
の
も
そ
の
た
め
で
あ
る
。
時
間
の
経
過
と
共
に
誤
っ
た
記
述
が
史
実
と
さ
れ
る
兆
し
が
認
め
ら
れ

る
。
上
山
の
名
誉
の
た
め
に
も
「
医
聖
・
華
岡
青
洲
顕
彰
会
」
は
早
急
に
大
幅
な
改
訂
版
を
出
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

著
者
の
研
究
に
つ
い
て
は
各
時
期
に
お
い
て
言
及
し
な
か
っ
た
の
で
こ
こ
で
簡
単
に
触
れ
て
お
く
。

著
者
が
青
洲
研
究
を
開
始
し
た
の
は
一
九
六
六
年
（
昭
和
四
二
か
ら
で
あ
っ
た
。
先
行
研
究
を
探
索
し
て
少
な
く
な
い
論
文
を
見

出
し
た
。
外
国
語
論
文
は
殆
ど
な
く
、
青
洲
の
事
績
が
海
外
で
は
殆
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
は
甚
だ
残
念
と
考
え
た
。
そ
れ
ま
で
に

（
肌
）

知
ら
れ
て
い
る
青
洲
の
事
績
に
つ
い
て
英
文
に
纒
め
て
、
麻
酔
科
学
の
分
野
で
は
最
も
水
準
の
高
い
シ
ご
鵬
言
隈
さ
さ
喝
に
一
九
七
○

年
（
昭
和
四
五
）
投
稿
し
掲
載
さ
れ
た
。
海
外
誌
に
青
洲
単
独
の
伝
記
が
掲
載
さ
れ
た
噴
矢
で
あ
る
。

同
時
に
藍
屋
か
ん
が
手
術
を
受
け
た
時
期
に
つ
い
て
も
疑
問
を
持
っ
た
。
「
乳
巖
治
験
録
」
を
精
読
す
れ
ば
、
か
ん
は
初
診
後
約
四
十

（
１
）

日
で
手
術
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
直
ち
に
理
解
さ
れ
る
の
に
、
呉
秀
三
は
一
年
後
の
一
八
○
五
年
（
文
化
三
十
月
十
三
日
に
手
術
が

（
Ｊ
、
１
、
型
、
郡
、
節
）

（
Ⅲ
、
肥
）

行
な
わ
れ
た
と
し
、
後
続
の
研
究
者
も
そ
れ
に
従
っ
た
。
著
者
は
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
か
ん
の
没
年
月
日
が
重
要
と
考
え

て
探
索
し
た
結
果
、
一
八
○
五
年
（
文
化
二
）
二
月
二
十
六
日
に
か
ん
が
残
し
て
い
る
こ
と
を
突
き
止
め
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
か
ん

の
手
術
日
は
一
八
○
四
年
（
文
化
元
）
十
月
十
三
日
と
決
定
で
き
た
。

あ
る
。

に
対
す
る
万
感
の
想
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
誤
っ
て
読
ん
で
は
、
青
洲
の
真
の
精
神
を
読
者
に
伝
え
る
こ
と
が
出
来
な
い
と

思
う
。
上
山
の
誤
り
は
未
だ
あ
る
が
、
最
後
に
も
う
一
つ
だ
け
指
摘
し
て
お
く
。
七
八
頁
に
は
青
洲
の
モ
ッ
ト
ー
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
一
つ
を
「
活
物
究
理
」
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
誤
り
で
、
「
活
物
窮
理
」
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
キ
ュ
ウ
」
と
発
音
す
る
の

で
、
「
究
」
と
「
窮
」
は
同
じ
と
考
え
ら
れ
や
す
い
が
、
意
味
は
大
き
く
違
う
。
青
洲
は
常
に
「
活
物
窮
理
」
と
揮
毫
し
て
お
り
、
「
活

物
究
理
」
と
書
い
た
も
の
は
一
つ
も
な
い
。
こ
の
よ
う
な
些
細
な
誤
り
も
積
も
り
積
も
っ
て
重
大
な
誤
り
と
な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
が
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青
洲
は
麻
沸
散
の
開
発
に
十
数
年
近
い
歳
月
を
か
け
た
と
い
う
。
な
ぜ
そ
の
よ
う
に
長
期
間
を
要
し
た
の
か
謎
で
あ
る
。
こ
の
問
題

を
解
決
す
る
た
め
、
著
者
は
青
洲
と
同
じ
処
方
の
麻
沸
散
を
作
り
、
犬
、
ウ
サ
ギ
、
ラ
ッ
ト
、
マ
ウ
ス
を
用
い
て
実
験
を
繰
り
返
し
た
。

こ
れ
ら
の
動
物
で
は
、
人
体
に
換
算
し
て
二
～
十
倍
量
を
投
与
し
て
も
全
身
麻
酔
状
態
を
作
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。
教
室
員
（
女

性
）
が
服
用
し
た
と
こ
ろ
、
全
身
麻
酔
の
状
態
と
な
り
、
約
八
時
間
持
続
し
た
。
こ
の
よ
う
な
所
見
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
青
洲
は
動

物
実
験
を
繰
り
返
し
た
と
推
察
さ
れ
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
人
の
対
す
る
麻
沸
散
の
至
適
投
与
量
を
決
定
で
き
ず
、
最
終
的
に
母
の
於

継
と
妻
の
加
恵
を
対
象
に
し
た
人
体
実
験
に
踏
み
き
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
い
う
伝
聞
の
信
囑
性
も
、
強
ち
無
視
で
き
な
い
と
思
わ

れ
る
。
こ
の
著
者
の
研
究
も
ま
た
十
年
近
く
か
か
っ
て
お
り
、
一
九
七
五
年
（
昭
和
五
十
）
か
ら
一
九
八
九
年
（
平
成
元
）
頃
ま
で
の

（
脇
）

実
験
、
研
究
を
纒
め
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
概
要
を
一
九
九
二
年
（
平
成
四
）
の
日
本
医
史
学
雑
誌
に
発
表
し
た
。
こ
れ
は
実
験
医

史
学
と
も
言
う
べ
き
新
し
い
分
野
で
あ
る
。

華
岡
流
の
手
術
に
つ
い
て
は
、
青
洲
が
秘
密
主
義
を
採
っ
た
た
め
全
国
的
に
普
及
し
な
か
っ
た
と
い
う
説
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
弟

子
は
全
国
各
地
に
分
布
し
て
お
り
、
著
者
は
各
地
の
弟
子
た
ち
の
業
績
が
十
分
に
発
掘
さ
れ
て
い
な
い
と
考
え
た
。
各
地
の
手
術
例
を

（
Ⅷ
）

（
幅
｝

鋭
意
捜
し
求
め
た
と
こ
ろ
、
果
た
せ
る
か
な
幕
末
の
津
軽
地
方
で
鼻
再
接
着
術
が
施
行
き
れ
た
こ
と
を
発
掘
し
た
。
ま
た
福
井
で
橋
本

左
内
も
全
麻
下
で
手
術
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
見
出
し
た
。

一
九
八
九
年
〈
平
成
元
）
以
降
、
著
者
は
青
洲
の
系
譜
の
研
究
に
着
手
し
た
。
華
岡
家
は
そ
の
系
図
の
詳
細
が
諸
耆
に
公
表
さ
れ
て

お
り
、
直
系
の
御
子
孫
も
現
存
し
て
お
ら
れ
る
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
青
洲
の
同
胞
、
子
女
の
中
で
未
だ
氏
名
や
生
没
年
が
知
ら
れ
て

い
な
い
人
物
が
存
す
る
こ
と
は
不
可
解
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
青
洲
を
深
く
理
解
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
そ
の
家
族
に
つ
い
て
も
知
る

（
郷
、
打
）

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
そ
の
解
明
に
努
力
し
た
。
一
九
九
七
年
（
平
成
九
）
か
ら
二
○
○
四
年
〈
平
成
十
六
）
ま
で
、
青
洲
の
同
胞
、

（
州
）

子
女
、
妻
加
恵
、
そ
し
て
最
初
の
乳
癌
手
術
患
者
藍
屋
か
ん
の
系
譜
的
研
究
を
日
本
医
史
学
会
で
発
表
し
、
論
文
化
し
て
日
本
医
史
学

雑
誌
に
発
表
し
た
。
大
き
な
進
歩
で
あ
っ
た
と
思
う
。
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青
洲
最
大
の
業
績
は
麻
沸
散
に
よ
る
全
身
麻
酔
法
の
開
発
と
そ
の
臨
床
応
用
で
あ
る
こ
と
は
、
万
人
が
等
し
く
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ

（
－
）

る
。
そ
れ
を
立
証
す
る
の
は
呉
秀
三
の
旧
蔵
で
あ
っ
た
写
本
「
乳
巖
治
験
録
」
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
呉
は
「
乳
巖
治
験
録
」

全
文
を
活
字
化
し
て
覆
刻
し
た
。
（
二
六
○
～
二
六
八
頁
）
し
か
し
「
乳
巖
治
験
録
」
自
体
に
も
、
呉
に
よ
る
覆
刻
文
に
も
多
く
の
疑
問

（
郡
）

点
が
あ
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
だ
れ
も
気
が
付
か
な
か
っ
た
。
「
乳
巖
治
験
録
」
は
青
洲
自
筆
と
さ
れ
る
が
故
に
、
日
本
医
学
史
上
最
も

貴
重
な
史
料
と
さ
れ
る
が
、
自
筆
と
す
る
証
拠
は
一
つ
も
な
く
、
ま
た
漢
詩
を
得
意
と
し
た
青
洲
の
手
に
な
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
漢
字

の
誤
字
、
誤
用
が
目
立
つ
。
筆
跡
も
青
洲
が
弟
子
に
与
え
た
免
状
の
筆
跡
と
は
素
人
目
に
も
異
な
る
。
し
た
が
っ
て
著
者
は
「
乳
巖
治

験
録
」
が
青
洲
の
自
筆
で
な
い
こ
と
を
論
文
化
し
て
、
日
本
医
史
学
雑
誌
に
投
稿
し
た
が
、
査
読
者
と
意
見
が
一
致
し
な
か
っ
た
。
プ

（
抑
、
鋤
）

ラ
イ
オ
リ
テ
ー
の
問
題
も
あ
る
の
で
著
者
は
原
稿
を
返
却
し
て
も
ら
い
、
他
誌
に
発
表
し
、
さ
ら
に
自
著
に
収
載
す
る
こ
と
に
し
た
。

（
列
）

こ
の
よ
う
な
経
緯
で
上
梓
さ
れ
た
の
が
、
二
○
○
二
年
（
平
成
十
四
の
「
華
岡
青
洲
の
新
研
究
」
で
あ
り
、
二
○
○
四
年
（
平
成

（
認
）

十
六
）
の
「
華
岡
青
洲
と
「
乳
巖
治
験
録
」
」
で
あ
る
。
こ
の
二
書
に
は
、
著
者
の
青
洲
に
関
す
る
主
要
な
論
考
の
殆
ど
が
収
め
ら
れ
て

お
り
、
重
要
な
史
料
は
写
真
で
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
著
書
に
お
い
て
、
著
者
は
先
行
研
究
者
の
多
く
の
誤
り
を
指
摘
し
て
い

る
。
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
真
実
を
追
究
す
る
と
い
う
学
問
上
の
行
為
で
あ
っ
て
、
先
行
研
究
者
の
人
格
を
非
難
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。

日
本
で
は
や
や
も
す
れ
ば
、
学
問
上
の
指
摘
を
人
格
の
非
難
で
あ
る
と
思
い
違
い
し
て
い
る
人
が
多
い
。
こ
の
た
め
、
日
本
で
は
学
問

上
の
論
争
が
成
立
し
な
い
と
言
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
非
難
を
未
然
に
予
防
す
る
た
め
、
著
者
は
重
要
か
つ
不
可
欠
な
史
料
は
す
べ
て
写
真
版
に
し
て
研
究
者
や
読
者
に
提
示

し
、
著
者
の
主
張
に
つ
い
て
そ
の
適
否
を
判
断
し
て
も
ら
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
科
学
的
な
態
度
で
は
な
い
か
と
思
う
。

（
調
）

著
者
の
研
究
の
中
で
最
新
か
つ
重
要
な
知
見
は
、
杉
田
立
卿
の
「
療
乳
亮
記
」
の
発
掘
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
よ
っ
て
青
洲
は
門
人
以

外
に
も
秘
伝
を
伝
授
し
た
こ
と
、
一
八
一
二
年
（
文
化
九
）
以
前
に
も
江
戸
で
乳
癌
手
術
が
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
、
杉
田
玄
白
が
な

ぜ
一
八
一
二
年
《
文
化
九
）
に
青
洲
に
手
紙
を
書
い
た
の
か
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
青
洲
研
究
で
未
解
決
の
重
要
な
問
題
が
解
明
さ
れ
た
。
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（
一
Ｗ
）

こ
の
論
文
と
タ
イ
ト
ル
も
文
章
も
殆
ど
同
じ
論
文
が
同
じ
一
九
七
三
年
（
昭
和
四
八
）
に
冒
扇
昌
昌
目
里
普
侭
①
昌
誌
に
掲
載
さ
れ

た
。
現
在
で
は
、
二
重
投
稿
の
非
難
を
受
け
る
で
あ
ろ
う
。
緒
方
が
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
挙
に
出
た
の
か
不
可
解
で
あ
る
。
し
か
し
外
国

誌
に
掲
載
さ
れ
た
た
め
些
か
青
洲
の
伝
の
普
及
に
役
立
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
思
う
。

（
川
）

前
節
の
末
尾
に
お
い
て
著
者
の
研
究
を
一
括
し
て
言
及
し
た
が
、
著
者
が
書
い
た
最
初
の
論
文
は
、
一
九
七
○
年
（
昭
和
四
五
）
に

シ
ロ
①
印
号
⑦
⑫
巨
○
唱
誌
に
掲
載
さ
れ
た
英
文
の
論
文
の
里
の
言
困
営
ｇ
冨
向
旨
冨
邑
①
⑫
①
四
目
①
閂
冒
シ
画
①
の
吾
①
爵
で
あ
っ
た
。
そ
の
後

（
郡
）

最
初
の
手
術
の
期
日
に
つ
い
て
の
新
知
見
が
得
ら
れ
た
の
で
同
誌
に
追
加
の
記
事
を
書
い
た
。
こ
れ
ら
を
纏
め
て
一
九
七
三
年
（
昭
和

二
岬
）

四
十
八
）
の
日
本
医
史
学
雑
誌
に
英
語
の
論
文
と
し
て
発
表
し
た
。

一
九
七
二
年
（
昭
和
四
十
七
）
九
月
、
京
都
に
お
い
て
第
五
回
世
界
麻
酔
科
医
会
（
雪
Ｃ
『
丘
ｇ
邑
胄
の
の
の
呉
酵
目
①
砂
牙
①
⑫
亘
○
四
の
厨

世
界
麻
酔
学
会
と
訳
さ
れ
て
い
る
が
誤
り
）
が
開
催
さ
れ
た
。
著
者
が
米
国
ミ
シ
ガ
ン
大
学
へ
留
学
中
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
学
会

で
緒
方
富
雄
博
士
は
「
華
岡
青
洲
の
麻
酔
と
外
科
」
と
題
す
る
特
別
講
演
を
行
っ
た
。
緒
方
博
士
の
講
演
は
青
洲
の
事
績
全
般
に
及
ん

で
い
る
が
、
事
前
に
宗
田
一
か
ら
種
々
示
唆
を
受
け
て
い
る
た
め
、
青
洲
の
曼
陀
羅
華
の
使
用
法
は
中
国
と
西
洋
の
両
者
か
ら
影
響

を
受
け
た
と
す
る
宗
田
の
見
解
を
紹
介
し
て
い
る
。

（
郡
）

緒
方
の
講
演
内
容
は
翌
一
九
七
三
年
（
昭
和
四
八
）
に
英
国
の
麻
酔
科
学
の
専
門
誌
ン
目
①
の
吾
畠
煙
に
艀
房
冒
西
目
ｇ
百
四
邑
冨
の

昌
煙
の
⑳
ｇ
①
の
巨
○
喝
四
且
め
匡
侭
①
ご
と
題
し
て
掲
載
き
れ
た
。
こ
の
英
文
で
は
日
本
語
原
稿
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
手
術
時
期
が
一
年
遡
る

か
も
し
れ
な
い
と
い
う
著
者
（
松
木
）
の
研
究
は
削
除
さ
れ
て
あ
り
、
手
術
日
を
一
八
○
五
〈
文
化
二
）
十
月
十
三
日
で
あ
る
と
し
て

右
に
述
べ
た
よ
う
に
、
著
者
に
よ
っ
て
青
洲
の
研
究
が
大
き
く
進
歩
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
思
う
。

い
る
。 ７

欧
文
に
よ
る
華
岡
青
洲
の
研
究
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著
者
や
緒
方
博
士
以
前
に
青
洲
の
伝
記
を
欧
文
で
紹
介
し
た
人
が
い
な
か
っ
た
訳
で
な
い
。
一
九
六
三
年
（
昭
和
三
八
）
大
阪
で
第

（
卵
）

十
六
回
日
本
医
学
会
が
開
催
さ
れ
た
時
、
和
歌
山
県
立
医
科
大
学
外
科
の
竹
林
弘
教
授
は
総
会
で
講
演
し
た
。
竹
林
は
講
演
原
稿
を

英
文
化
し
て
、
翌
年
に
和
歌
山
県
立
医
大
の
英
文
誌
弓
四
百
冨
日
煙
冨
⑦
９
８
－
罰
ｇ
ｏ
貝
に
艀
扇
冒
出
自
曽
冨
》
四
○
コ
①
①
崗
具
弓
胃

序
邑
①
且
シ
扁
印
言
①
印
画
四
目
目
篇
三
○
号
目
曾
晶
①
ご
ゞ
と
題
し
て
発
表
し
た
。
内
容
と
し
て
は
呉
の
著
書
を
基
礎
に
し
て
お
り
、
と
く

に
目
新
し
い
知
見
は
盛
り
込
ま
れ
て
い
な
い
。
ま
た
国
内
の
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
た
め
海
外
の
読
者
が
多
か
っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。

（
帥
）

青
洲
を
紹
介
す
る
単
独
の
論
文
と
し
て
右
に
延
べ
た
以
外
に
、
オ
ラ
ン
ダ
の
医
史
学
者
ボ
ィ
ヶ
ル
ス
に
よ
る
オ
ラ
ン
ダ
語
の
一
編
が

あ
る
。
藍
屋
か
ん
の
手
術
日
を
正
し
く
一
八
○
四
年
〈
文
化
元
）
と
し
た
の
は
適
切
で
あ
る
。
し
か
し
特
別
の
新
知
見
は
述
べ
ら
れ
て

（
帥
）

い
な
い
。
こ
の
ほ
か
に
青
洲
だ
け
を
論
じ
た
の
で
は
な
い
が
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
麻
酔
科
の
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ス
の
論
文
が
あ
る
。

彼
は
京
都
大
学
医
学
部
麻
酔
科
の
リ
サ
ー
チ
フ
ェ
ロ
ウ
と
し
て
来
日
し
、
日
本
の
麻
酔
科
学
の
歴
史
に
興
味
を
持
っ
た
。
そ
し
て
一
年

間
の
滞
在
後
に
］
○
巨
昌
巴
旦
昏
冨
扇
Ｃ
Ｑ
①
ご
具
巨
且
嵐
月
に
シ
愚
①
切
吾
①
爵
冒
青
冒
貝
冒
里
色
目
胃
の
器
具
と
題
し
て
論
文
を
発
表

し
た
。
日
本
の
医
療
に
お
け
る
麻
酔
科
学
に
つ
い
て
簡
潔
に
記
述
し
、
青
洲
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
が
、
肝
心
の
手
術
日
を
誤
っ

（
１
）

（
川
）

呉
は
ド
イ
ツ
の
グ
ー
ル
ト
が
彼
の
著
書
の
な
か
で
青
洲
の
事
績
に
及
ん
で
い
る
と
紹
介
し
て
い
る
。
ベ
ル
リ
ン
大
学
の
外
科
教
授
で

あ
っ
た
グ
ー
ル
ト
は
一
八
九
八
年
〈
明
治
三
二
に
ベ
ル
リ
ン
の
ア
ウ
グ
ス
ト
・
ヒ
ル
シ
ュ
ワ
ル
ド
社
か
ら
全
三
巻
の
「
外
科
学
と
そ

の
実
施
の
歴
史
ｌ
各
国
の
外
科
・
古
代
と
中
世
ｌ
」
を
出
版
し
た
。
そ
の
第
一
巻
は
各
国
の
外
科
史
を
記
述
し
、
そ
の
日
本
の
項
で
グ

ー
ル
ト
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

日
本
の
江
戸
時
代
の
外
科
は
最
初
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
に
よ
っ
て
将
来
さ
れ
た
が
、
そ
の
内
容
は
幼
稚
な
も
の
で
、
小
さ
な
傷
の
処
置
が

主
な
も
の
で
あ
っ
た
。

て
お
り
残
念
で
あ
る
。

し
か
し
、
十
九
世
紀
の
初
頭
、
華
岡
青
洲
に
よ
っ
て
大
手
術
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
青
洲
は
曼
陀
羅
華
（
ス
ト
ラ
モ
ニ
ウ
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ム
）
を
大
量
に
服
用
さ
せ
て
麻
酔
を
行
っ
た
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
患
者
は
三
日
間
も
混
迷
状
態
に
あ
っ
た
。

（
１
）

（
雌
）

こ
の
青
洲
に
つ
い
て
の
グ
ー
ル
ト
の
記
述
は
八
行
足
ら
ず
の
短
い
文
章
で
あ
る
。
呉
の
著
書
に
四
十
年
遅
れ
て
上
梓
さ
れ
た
森
慶
三

ら
の
著
書
に
お
い
て
も
、
グ
ー
ル
ト
の
文
章
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
呉
の
著
書
か
ら
そ
の
ま
ま
転
載
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
た
だ
し

（
蝿
）

呉
の
著
に
見
ら
れ
る
頁
の
誤
り
ゅ
圏
～
圏
を
め
圏
～
圏
と
訂
正
し
て
い
る
。
森
ら
は
「
こ
の
記
事
が
ま
ず
全
医
学
会
の
注
目
を
喚

ぴ
さ
ま
し
、
こ
れ
に
導
か
れ
て
や
が
て
華
岡
青
洲
の
名
声
が
遂
に
世
界
万
国
に
知
れ
わ
た
る
に
至
っ
た
の
だ
と
見
て
も
、
敢
え
て
過
言

で
は
あ
る
ま
い
と
思
わ
れ
る
。
」
と
記
し
て
い
る
。
し
か
し
青
洲
に
つ
い
て
は
前
記
し
た
よ
う
に
僅
か
八
行
し
か
書
か
れ
て
い
な
い
の
で
、

そ
の
文
章
だ
け
で
青
洲
の
業
が
全
世
界
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
。
グ
ー
ル
ト
は
青
洲
の
項
で
な
に
も
文

献
を
し
め
し
て
い
な
い
の
で
、
ど
こ
か
ら
情
報
を
入
手
し
た
の
か
分
か
ら
な
い
。
あ
る
い
は
東
京
帝
国
大
学
で
外
科
を
教
え
て
い
た
ス

ク
リ
バ
ニ
八
四
八
～
一
九
○
五
）
か
ら
教
え
て
も
ら
っ
た
も
か
も
知
れ
な
い
。

グ
ー
ル
ト
の
著
書
に
先
立
つ
こ
と
十
三
年
の
一
八
八
五
年
（
明
治
十
八
）
に
ア
メ
リ
カ
の
医
師
ホ
イ
ッ
ト
ニ
イ
は
日
本
ア
ジ
ア
協
会

（
鋤
）

で
「
日
本
に
お
け
る
医
学
上
の
進
歩
の
歴
史
」
と
題
し
て
講
演
し
た
が
、
そ
の
全
文
を
弓
馬
早
目
の
煙
昌
目
⑫
且
弓
馬
シ
爵
胃
ｇ
ｇ
①
ご

呉
旨
冨
冒
に
掲
載
し
た
。
こ
の
中
で
ホ
ィ
ッ
ト
ニ
イ
は
青
洲
の
医
哲
学
で
あ
る
「
内
外
合
一
活
物
窮
理
」
を
紹
介
し
、
麻
沸
散
の
処
方

に
及
ん
で
い
る
が
、
そ
れ
は
曼
陀
羅
華
、
草
烏
頭
、
白
誰
、
当
帰
、
川
茸
の
五
剤
で
、
天
南
星
を
含
ま
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
ホ

（
例
）

イ
ヅ
ト
ニ
ィ
の
記
事
は
青
洲
を
欧
米
に
紹
介
し
た
最
初
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
本
論
文
は
横
浜
の
メ
イ
ク
ル
ジ
ョ
ン
社
か
ら
単
独
の

著
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。

参
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華
岡
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２
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献
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頁
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９
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岡
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○
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史
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○
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華
岡
青
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「
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九
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録
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六
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頁
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九
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年
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大
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）
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三
「
華
岡
青
洲
先
生
及
其
外
科
」
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思
文
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、
京
都
、
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和
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華
岡
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二
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九
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年
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昭
和
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）
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○
号
、

二
六
～
三
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頁
、
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九
三
一
年
（
昭
和
六
）
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坦
関
場
不
二
彦
「
西
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学
東
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史
話
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上
、
下
三
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堂
書
店
、
東
京
、
一
九
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年
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昭
和
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）

（
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）
中
野
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「
華
岡
青
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記
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て
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青
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ｌ
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新
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九
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九
頁
、
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九
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○
年
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昭
和
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五
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、
竹
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萬
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宇
津
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台
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岡
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岡
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萬
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岡
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町
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岡
青
洲
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る
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賀
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一
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七
二
年
（
昭
和
四
七
）
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〈
皿
）
文
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３
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八
～
四
○
頁
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配
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大
島
蘭
三
郎
明
治
前
日
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科
学
史
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学
士
院
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本
科
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史
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行
会
編
明
治
前
日
本
医
学
史
第
四
巻
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日
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学
術
振
興
会
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東

京
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一
九
六
四
年
（
昭
和
三
九
）
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八
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七
Ｉ
八
一
四
頁
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岡
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六
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八
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岡
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○
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岡
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一
○
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六
～
五
五
三
頁
、
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九
六
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年
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昭
和
三
八
）
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妬
）
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知
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五
郎
「
わ
が
国
外
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ー
ロ
ッ
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学
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こ
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日
本
医
史
学
雑
誌
』
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二
巻
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二
～
六
五
頁
、
一
九
六
六
年

（
”
）
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華
岡
青
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の
麻
酔
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京
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六
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岡
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瓠
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史
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史
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収
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績
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○
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○
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史
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萬
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九
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三
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華
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九
八
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年
余

（
羽
）
宗
田
一
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華
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七
年
（
昭
和
六
一

（
釦
）
矢
数
道
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昭
和
五
○
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昭
和
四
二
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華
岡
青
洲
の
麻
酔
薬
開
発
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花
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陀
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華
岡
青
洲
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妻
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失
明
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い
て
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漢
方
研
究
」
三
七
号
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六
～
七
頁
、
一
九
七
五

（
昭
和
六
一

ﾐ二

大
塚
敬
節
、

（
通
仙
散
）
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」
呉
秀
三
著
「
華
岡
青
洲
先
生
及
其
外
科
』
覆
刻
版
附
録
、
思
文
閣
出
版

Ｉ
外
来
技
術
受
容
の
日
本
化
ｌ
」
末
中
哲
夫
編
実
学
史
研
究
Ⅳ
、
思
文
閣
出
版
、
京
都
、
一
九
八

矢
数
道
明
責
任
編
集
「
近
世
漢
方
医
学
書
集
成
二
九
「
華
岡
青
洲
」
（
一
こ
、
名
著
出
版
、
東
京
、
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（
平
成
一
二

（
鞭
）
松
木
明
知

五
五
頁
、
二

（
運
松
木
明
知
「
華
岡
青
洲
の
麻
酔
法
の
普
及
に
つ
い
て
ｌ
福
井
藩
橋
本
左
内
に
よ
る
手
術
症
例
の
検
討
ｌ
」
「
日
本
医
史
学
雑
誌
』
四
二
巻
、

二
八
九
～
三
○
二
頁
、
一
九
九
六
年
（
平
成
八
）

（
妬
）
松
木
明
知
「
地
蔵
寺
過
去
帳
に
よ
る
華
岡
青
洲
の
系
譜
に
関
す
る
新
知
見
」
「
日
本
医
史
学
雑
誌
」
四
五
巻
、
四
五
～
七
六
頁
、
一
九
九
九
年

（
坐
松
木
明
知
「
津
軽
Ｆ

八
七
年
（
昭
和
六
二
）

（
調
）
上
山
英

（
㈹
）
冨
禺
の
匡

（
狐
）
松
木
明

（
磐
松
木
明

（
銘
）
松
木
明

（
平
成
四
）

（
釘
）
高
橋
均
、
松
村
巧
「
華
岡
青
洲
自
筆
「
丸
散
便
覧
序
」
考
ｌ
現
代
語
訳
お
よ
び
注
解
ｌ
」
「
近
畿
大
学
医
学
雑
誌
』
二
五
巻
、
一
六
一
～
一
六

四
頁
、
二
○
○
○
年
（
平
成
一
二
）

（
銘
）
高
橋
均
、
坂
田
育
弘
、
児
玉
重
隆
「
癸
亥
春
林
軒
讃
薬
方
冊
（
ご
Ｉ
（
四
こ
「
日
本
医
史
学
雑
誌
』
四
七
巻
三
八
二
～
三
九
三
頁
、
八

四
四
～
八
五
三
頁
、
二
○
○
二
年
（
平
成
一
四
）
、
四
八
巻
、
二
五
九
～
二
六
六
頁
、
三
五
五
～
三
六
八
頁
、
二
○
○
三
年
（
平
成
一
五
）

（
調
）
上
山
英
明
『
華
岡
青
洲
先
生
そ
の
業
績
と
ひ
と
と
な
り
』
医
聖
・
華
岡
青
洲
顕
彰
会
、
和
歌
山
県
那
賀
町
、
一
九
九
九
年
（
平
成
一
二

（
㈹
）
三
禺
吻
匡
度
ン
あ
の
尉
冒
国
自
”
○
百
ゞ
色
盲
冒
冒
の
の
①
型
。
。
①
の
獄
ヨ
ン
ロ
の
“
吾
の
の
訂
．
ン
ロ
⑦
の
号
の
の
亘
○
喝
、
罵
蔭
③
上
９
．
ご
ざ
．

（
狐
）
松
木
明
知
「
華
岡
青
洲
と
藍
屋
利
兵
衛
の
母
」
『
日
本
医
事
新
報
』
二
四
六
七
号
、
一
二
○
頁
、
一
九
七
一
年
（
昭
和
四
六
）

（
磐
松
木
明
知
「
華
岡
青
洲
と
最
初
の
全
身
麻
酔
下
乳
癌
手
術
の
期
日
」
『
麻
酔
』
二
一
巻
、
三
○
○
～
三
○
一
頁
、
一
九
七
二
年
（
昭
和
四
七
）

（
翌
松
木
明
知
「
華
岡
青
洲
の
麻
酔
薬
通
仙
散
に
関
す
る
実
験
的
研
究
」
「
日
本
医
史
学
雑
誌
』
三
八
巻
、
二
三
六
～
二
三
七
頁
、
一
九
九
二
年

こ
の
一
萬
病
一
毒
之
説
一

（
妬
）
高
橋
均
、
松
村
巧
零

九
九
九
年
（
平
成
一
二

（
釘
）
高
橋
均
、
松
村
巧
零

四
頁
、
二
○
○
○
年
余

九
五
頁
、
一
九
九
九
年
（
平
成
一
こ

こ
の
「
萬
病
一
毒
之
説
」
は
宗
田
一
が
札
幌
の
華
岡
家
で
見
い
出
し
た
が
、
そ
の
ま
ま
研
究
さ
れ
な
い
で
い
た
と
い
う
。

二
局
橋
均
、
松
村
巧
「
華
岡
青
洲
自
筆
「
序
」
考
ｌ
現
代
語
訳
お
よ
び
注
解
ｌ
」
「
近
畿
大
学
医
学
雑
誌
」
二
四
巻
、
三
九
七
～
三
九
九
頁
、

弓
華
岡
青
洲
の
系
譜
的
研
究

一
○
○
○
年
（
平
成
一
二
）

「
津
軽
に
お
け
る
最
初
の
全
身
麻
酔
ｌ
藩
医
三
上
道
隆
の
事
績
」
「
日
本
医
史
学
雑
誌
』
三
三
巻
、
二
○
三
～
二
一
七
頁
、
一
九

ｌ
和
歌
山
海
南
市
の
川
端
家
、
柳
川
家
の
調
査
か
ら
Ｉ
」
「
日
本
医
史
学
雑
誌
」
四
六
巻
、
四
七
、
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ABriefHistoryoftheBiographicalStudyofSeishuHanaoka
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AkitomoMatsuki,MD,FRCA

Itwasl804whenSeishuHanaoka(莱岡青洲,1760-1835),performedanexcisionofthebreast

cancerofapatientnamedKanAiya(藍屋かん)undergeneralanesthesiabyMahutu-san

(麻沸散).Thisisthefirstdocumentedgeneralanesthesiaintheworld.Numerousstudieshave

beenmadeaboutSeishuHanaokaduringthepastlOOyearsandamongthelnthemonograph

titled#SeishuHanaokaandHisSurgery"byShuzoKure(呉秀三)publishedinl923,had

beenthoughttobenearlyperfectandithadbeenthoughtthatnothinghadbeenleft

unsolvedconcerningthebiographyofHanaoka.

Thepresentauthormadeanexhaustiveinvestigationofthemonographintermsofanesthe-

siologyandfoundaseriousfOrgeryinthetranscriptionofHanaoka's"Nyuganchikenroku''

(乳巌治験録).TheauthoralsodetectedtwofOrgedphotographsoftherecordinKure.sbook.

AsKurewasaprofessorofpsychiatryoftheTokyolmperialUniversityandaleadingmed-

icalhistorianatthattime,otherinvestigatorsofHanaokafbllowedhimunquestioninglyand

theycouldnotrevealKure'sfbrgeryfOr80yearssinceitspublication.
ｍ
”
姉



BecauseofKure'sforgerythebiographicalstudyofHanaokawasretardedseriouslyand

incorrectinfOrmationabouthimhasprevailed.Thecauseoftheacademicretardationiscon-

sideredtohavebeenmainlyduetothelackofabibliographicalsurveyoforiginaldocuments

ofHanaokabyfollowinginvestigators.
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